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学校や職場におけるメンタルヘルスの理論と応用
群馬大学大学教育・学生支援機構健康支援総合センター 竹 内 一 夫
1980～90年代にかけて確立されたEBM (Evidence-
Based Medicine)の流れはメンタルヘルス領域にも浸透
し,精神保健疫学(Psychiatric Epidemiology)を促進する
こととなった.大規模集団に対して多段階スクリーニン
グを用いる精密な疫学的方法論が米国を中心に進められ
た.例えばテキサス大学のRobertsらは,数万人規模の地
域住民を対象に質問紙と訓練された面接者による構造化
面接とを組み合わせた2段階スクリーニングを行うこと
により,うつ状態や自殺のリスクにおける交差文化的な
差異を疫学的に明らかにして来た.残念なことにわが国
においてはこうしたcommunity-baseの大規模な多段階
式の精神保健調査を実施することが困難であった.ただ
し産業分野においては,川上らにより1990年代に導入
された米国労働安全研究所 (NIOSH)の職場ストレスモ
デルによる質問紙調査が一般化し,また厚生労働省の推
奨する簡易版が産業現場で普及,実践応用されるに至っ
たという収穫があった.一方,産業現場と同様に集団の
メンタルヘルス把握のニーズの高い学校保健領域におい
ては,種々の方法が試されているもののいまだに確立さ
れたスクリーニングプログラムは普及していない.現在,
これらの分野における全般的な潮流として,より複雑な
モデルに基づく詳細な情報の収集を目指す方向と,むし
ろ可能な限り簡便化することにより反復された情報の収
集を目指す方向の二つが見られる.
今回,私自身が関与してきた上記2つの分野の精神保
健疫学調査について紹介する.いずれもメンタルヘルス
の好悪の指標としてうつ状態評価尺度を用いており,自
殺予防の大目標が設定されている.一つは産業保健分野
において群馬県下で1998年から現在まで複数回実施さ
れてきたNIOSHモデルの職場ストレス調査結果であ
り,もう一つは学校保健分野における簡便なスクリーニ
ングプログラムの実用化に向けて進められている調査の
経過報告である.
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【テーマA】大学教育推進プログラムの「人体解剖とCT
の統合による先駆的医学教育」に平成21から23年度ま
で取り組み,その後もこれを継続している.この取り組
みは,人体解剖実習に画像診断学の学習を組み合わせ,
先鋭化する先進医療に対応できる解剖学教育を行おうと
するものである.遺体はCT撮影後に固定・保存する.CT
画像を学生に配布し,解剖実習中に実物とそのCT画像
とを比べながら学習させる.これにより人体構造の立体
的理解と画像診断力の早期向上を図る.画像診断学の授
業,ソフトウエア取り扱いの講習,画像と遺体とを比較
検討する課題などを適宜実施する.平成21年度は実習
時の画像参照にパソコンを用いたが,平成22～23年度
にはOsiriXを入れたiPod touchを各学生に貸与した.
また,平成24年度からiPadを導入した.各年度ごとに
各種調査・測定をとりまとめた.学生からはこの取り組
みについて高評価を得ており,4年生のシナリオチュー
トリアルでは学生の読影力の向上がみられた.このよう
な取り組みは国内外に前例なく,本学の成果が解剖学教
育の改善に広く役立つものと期待している.
278 第61回北関東医学会総会抄録
